
６．母と子の保健に関する状況 

６－１ 父親の育児参加状況と育児協力の内容 

 

     → 〔 乳幼児健診受診児の保護者調査実施中 〕 

 

６－２ 産後の母親の心の健康 

 
産後はホルモンバランスの変化などから、情緒不安定になりやすく、気分が沈む、不安感や焦

燥感にとらわれるといった「マタニティブルーズ」の出現率が３０％といわれています（中野仁

雄「妊産婦の精神面支援とその効果に関する研究」平成 6年度厚生労働省心身障害研究報告書）。 
さらに症状の重い「産後うつ病」の出現率も１２～１７％とされ（北村俊則「妊産期におけるう

つ病出頻度とその危険要因」平成８年度厚生労働省心身障害研究報告）、心の健康支援が必要な時

期です。 
新宿区次世代育成支援に関する調査（Ｈ２０年）では、産後半年間に気分が落ち込んだことが

ある母親が５６．０％となっています。また、子育てがつらいと思ったことのある母親は、いつ

も思う（３．３％）と、ときどき思う（４４．５％）を合わせて、４７．８％と約半数にのぼっ

ていますが、平成１５年度調査の５７．５％に比べると９．７ポイント減少しています。 
 

【 産後半年間に気分が落ち込んだことの有無 】 
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出典：新宿区「次世代育成支援に関する調査（未就学児童の保護者調査）」平成 20 年 

 

【子育てがつらいと思ったことの有無】 
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出典：新宿区「次世代育成支援に関する調査（未就学児童の保護者調査）」平成 20 年 



６－３ 子どもの食をとりまく状況 

 

○離乳食・幼児食で困ったこと 

厚生労働省「Ｈ１７年度乳幼児栄養調査」では、離乳食で困ったことがある人が６２．５％

あり、その内容は、「食べものの種類が偏っている」２８．５％、「作るのが苦痛・面倒」２３．

２％、「食べる量が少ない」２０．６％となっています。1歳以上の子どもの食事で困っている
ことがある人は８６．９％で、その内容としては、「遊び食い」４５．４％、「偏食」３４．０％、

「よくかまない」２０．３％の状況です。 
 
○子どもの食べ方への不安 

平成２０年度に、新宿区の保健センターの歯科相談で実施したアンケート調査では、あまり

かまずに丸飲みする、時間がかかる、好き嫌いが多いなど、子どもの食べ方に不安がある保護

者は１歳児で５５．８％、２歳児で５５．０％となっています。 
 
○食事で大切にしていること 

  新宿区次世代育成支援に関する調査（Ｈ２０年）の中で、１８～３４歳区民を対象とした調

査では、食事で大切にしていることは、「おいしいこと」が７３．１％、「栄養バランス」が７

２．７％と高く、順位の３番目に「手軽さ・便利さ」が２０．９％となっています。 
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【食事で大切にしていること】 

出典：新宿区「次世代育成支援に関する調査（青少年の日常生活と意識に関する調査）」平成 20年 

73.1 72.7

20.9 19.7 19.3

5.2

0%

20%

40%

60%

80%

お
い
し
い
こ
と

栄
養
バ
ラ
ン
ス

手
軽
さ
・
便
利

さ

体
づ
く
り

満
腹
感

そ
の
他

（n=249）

 

 
－４ 子どもの死亡原因 

 

国の子どもの死亡原因を年齢階級別にみると １～１４歳までは不慮の事故が最も多くなって

ます。１～４歳児の死亡の１８．０％、５～９歳児の死亡の２７．２％が、不慮の事故で大切

命を失っている状況です。 

事故の内容は１～４歳では、交通事故、溺死、窒息が多く、５～９歳と１０～１４歳では、い

れも交通事故、溺死、火炎が多いところとなっています。   

 



【年齢階級別の人口、死亡数、最も多い死亡原因とその割合】 

                      出典：Ｈ19年全国人口動態調査統計 

年齢階級 人口 死亡数 最も多い死亡原因とその割合 

０歳 1,082,000人 2,828人 先天性奇形・染色体異常等（37.0％） 

１～４歳 4,297,000人 981人 不慮の事故（18.0％） 

５～９歳 5,823,000人 552人 不慮の事故（27.2％） 

１０～１４歳 5,936,000人 534人 不慮の事故（23.2％） 

 

６－５ 子どもの心の健康 

 
 Ｈ１８年度の全国的な中学生の調査では、悩みや心配がないと答えた中学生が２９．１％で、 
Ｈ７年度調査の４３．７％に比べ約１５ポイント減少しています。悩みや心配を持っている中学

生が増えて、７割を超えていることになります。 
 悩みや心配は「勉強や進学のこと」が最も多く、次いで「友達や仲間のこと」、「性格のこと」

であり、各々、平成７年度に比べ増加しています。 
 
           【悩みや心配がある中学生の割合】 （複数回答） 
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             出典：Ｈ１８年低年齢少年の生活と意識に関する調査（内閣府） 



６－６ 思春期の性感染症等の状況 

 

○性感染症の罹患状況 

  平成２０年の東京都定点医療機関（※１）からの報告数によると、２０代の性器クラミジア

感染症が多い状況で、１０歳代でも感染者がいます。 
また、東京都のＨＩＶ（※２)年齢別感染者数年次推移統計においても１０歳代の感染者が

みられ、２０歳代より急増していることより、性感染症予防が大切なところです。 
 

東京都感染症情報センターHP 感染症発生動向調査集計票より
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※２ ＨＩＶ：人免疫不全ウイルス 

 

【性器クラミジア感染症 2008年男女別東京都定点報告数】 

 ※１ 定点医療機関：感染症の発生状況を知るために一定の基準に従って情報を報告する医療機関 
のこと。医療機関の中から、保健所管内の人口に応じた数の定点医療機関を無作為に選定し 
ている。 
 

【東京都の年齢別HIV感染者数年次推移】 

 

出典:AIDS NEWS LETTER 2008年 6月臨時増刊号 東京都福祉保健局 



○学校での性や薬物に関する教育の希望 

   新宿区次世代育成支援に関する調査（Ｈ２０年）の中で、中学生保護者を対象とした

調査では、「避妊・性感染症（性病）など」や「シンナーや薬物がこころや身体に与える

影響」を学校で教えてほしいと思うかという質問について、「思う」がそれぞれ８４．７％、

９６．８％と、非常に高い割合となっています。 

  

【学校での性や薬物に関する教育の希望の有無】中学生保護者 
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出典：新宿区「次世代育成支援に関する調査（中学生の保護者調査）」平成 20 年 
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